
JP 2008-223444 A 2008.9.25

10

(57)【要約】
【課題】刃口洗浄に必要な水はケーソン内に溜まってい
る地下水等をそのまま有効利用するべくそのケーソン内
の水を循環使用するものとし、同時に比較的簡易な設備
で所期の目的を達成することができる刃口洗浄方法を提
供する。
【解決手段】洗浄装置１３をケーソン躯体１の内底部に
着底させた上、架台１４のガイドフレーム１８に案内支
持させてある噴射ユニット１５を昇降動作させて刃口テ
ーパ面１２の洗浄を行う。噴射ユニット１５はサンドポ
ンプ２２の吐出側に噴射ノズル２３を接続し、ケーソン
躯体１内の水に圧縮空気を混ぜてウォーター・エアジェ
ットとした上で刃口テーパ面１２に向けて噴射し、刃口
テーパ面１２の洗浄とともにその下部領域の掘り残し土
砂を除去する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーソンを規定の深度まで沈設して構築した後に、内部に水が溜まっているケーソンに
おける刃口テーパ面とその刃口テーパ面よりも上方のストレート部の洗浄とともに当該刃
口テーパ面の下部領域の掘り残し土砂の除去を行う方法であって、
　ケーソン内の水をポンプで吸入して圧縮空気とともに刃口テーパ面とストレート部に向
けて噴射して当該テーパ面およびストレート部の洗浄とともに上記刃口テーパ面の下部領
域の掘り残し土砂の除去を行い、
　その際の噴射水はケーソン内に溜まっているものを循環使用することを特徴とするケー
ソンの刃口洗浄方法。
【請求項２】
　少なくとも噴射ノズルとポンプとを備えた噴射ユニットを支持体に昇降可能に支持させ
るとともに、この噴射ユニットを支持体とともにケーソンの内底部に沈めて着底させ、
　上記噴射ユニットを支持体に対して相対移動させることにより、上記刃口テーパ面およ
びストレート部の洗浄とともに当該刃口テーパ面の下部領域の掘り残し土砂の除去を行う
ことを特徴とする請求項１に記載のケーソンの刃口洗浄方法。
【請求項３】
　上記噴射ユニットを鉛直方向に昇降動作させることによりケーソン内壁面のうち刃口テ
ーパ面よりも上方のストレート部の洗浄とともに刃口テーパ面の下部領域の掘り残し土砂
の除去を行う一次工程と、
　上記噴射ユニットを刃口テーパ面の傾斜に沿って斜めに昇降動作させることにより、そ
の刃口テーパ面の洗浄とともに当該刃口テーパ面の下部領域の掘り残し土砂の除去を行う
二次工程と、
　を含むことを特徴とする請求項１または２に記載のケーソンの刃口洗浄方法。
【請求項４】
　少なくとも噴射ノズルとポンプとを備えた噴射ユニットを支持体に支持させるとともに
、この噴射ユニットを支持体とともにケーソンの内底部に沈めて着底させ、
　上記噴射ユニットをケーソンの円周方向に沿って移動させることにより、刃口テーパ面
とその刃口テーパ面よりも上方のストレート部の洗浄とともに当該刃口テーパ面の下部領
域の掘り残し土砂の除去を行うことを特徴とする請求項１に記載のケーソンの刃口洗浄方
法。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載のケーソンの刃口洗浄方法に用いる洗浄装置であって、
　少なくとも噴射ノズルとポンプとを備えた噴射ユニットと、
　この噴射ユニットを支持している支持体と、
　上記噴射ノズルに地上側から圧縮空気を供給するための圧縮空気供給経路と、
　を備えていて、
　上記支持体は噴射ノズルから圧縮空気とともに水を噴射した時の反力を支えることがで
きる自重を有していることを特徴とするケーソンの刃口洗浄装置。
【請求項６】
　上記噴射ユニットは支持体に昇降可能に案内支持されていて、その噴射ユニットは鉛直
方向に昇降可能であると同時に刃口テーパ面に沿って斜めに昇降可能であることを特徴と
する請求項５に記載のケーソンの刃口洗浄装置。
【請求項７】
　上記噴射ユニットは支持体側のガイドフレームに昇降可能に案内支持されていて、
　そのガイドフレームは、噴射ユニットを鉛直方向に昇降可能に案内支持しているときの
直立姿勢位置と、同じく噴射ユニットを刃口テーパ面に沿って斜めに昇降可能に案内支持
しているときの傾斜姿勢位置と、の間でその姿勢が選択切換可能となっていることを特徴
とする請求項６に記載のケーソンの刃口洗浄装置。
【請求項８】
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　上記噴射ユニットの昇降動作は、その噴射ユニットに連結された索状体を地上側から巻
上手段にて上下動させることで行うようになっていることを特徴とする請求項６または７
に記載のケーソンの刃口洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、地中に沈設・構築したオープンケーソンの刃口洗浄方法および洗浄装置に関
し、特にオープンケーソンにおける刃口テーパ面に付着している土砂等を除去してその洗
浄を行うとともに、その刃口テーパ面の下部領域の掘り残し土砂を除去する方法および装
置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えばＲＣ、ＰＣウェルあるいはスチールセグメント等にて構築されたオープンケーソ
ンにおいては、底盤部となる水中コンクリートを打設する前に、刃口テーパ面に付着して
いる土砂等を除去してその洗浄を行うとともに、刃口テーパ面の下部領域の掘り残し土砂
を除去する必要があり、そのための技術として特許文献１，２に記載のものが提案されて
いる。
【０００３】
　特許文献１に記載のものでは、オープンケーソンの刃口そのものに予め噴射ノズルと流
体供給パイプ等を付帯させておき、オープンケーソンが規定の深度まで構築されたならば
、上記刃口に付帯している噴射ノズルから高圧水と圧縮空気との混合流体を噴射すること
で、特に刃口のテーパ面の下部の土砂を積極的に除去するようにしている。
【０００４】
　また、特許文献２に記載のものでは、噴射ノズルを有する架台をクレーン等にて構築後
のオープンケーソンの刃口と同レベル位置まで降下させて、噴射ノズルから刃口テーパ面
に向けて水等の高圧流体を噴射しながらその噴射ノズルを水平回転させることで刃口テー
パ面の清掃を行うようにしている。
【特許文献１】特開２００３－３２１８４３号公報
【特許文献２】特開２００６－２４９６９４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１，２に記載されたいずれの技術においても、ケーソン内に溜
まっている地下水等の水とは別に地上から高圧水を供給するものであるから、予め地上側
に給水設備を用意する必要があり、設備のコストアップを招くことになるほか、必然的に
清掃作業の進行とともにケーソン内の水位レベルが上がることになることから、並行して
ケーソン内の排水作業を行う必要があり、工数の増大が余儀なくされる。
【０００６】
　また、前者の特許文献１に記載の技術では、噴射ノズル等が刃口そのものに付帯してい
るためにその噴射ノズル等を再利用あるいは繰り返し使用することができず、きわめて不
経済なものとなるほか、刃口そのものに噴射ノズル等が付帯していることによってケーソ
ン沈設時の抵抗が増大することとなって好ましくない。
【０００７】
　さらに、後者の特許文献２に記載の技術では、ケーソンの坑径内に納まる長さの架台を
水平姿勢にてそのケーソン内に水平姿勢にて吊り込んだ上で噴射ノズルを水平回転運動さ
せるものであるから、地下水等で満たされたケーソン内での作業であり、しかも架台の姿
勢や挙動を全く目視確認できない故に、架台そのものの水平度を維持することが困難であ
るばかりでなく、噴射ノズルから噴射した流体の反力によってもまた架台の姿勢が変化し
やすく、設備全体が複雑且つ大がかりな割には必ずしも必要十分な清掃品質が得られない
のが実情である。
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【０００８】
　本発明は、このような従来技術のもつ課題に着目してなされたものであり、特に刃口洗
浄に必要な水はケーソン内に溜まっている地下水等をそのまま有効利用するべくそのケー
ソン内の水を循環使用するものとし、その上で比較的簡易な設備で所期の目的を達成する
ことができるようにしたケーソンの刃口洗浄方法と洗浄装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１に記載の発明は、ケーソンを規定の深度まで沈設して構築した後に、内部に水
が溜まっているケーソンにおける刃口テーパ面とその刃口テーパ面よりも上方のストレー
ト部の洗浄とともに当該刃口テーパ面の下部領域の掘り残し土砂の除去を行う方法であっ
て、ケーソン内の水をポンプで吸入して圧縮空気とともに刃口テーパ面とストレート部に
向けて噴射して当該テーパ面およびストレート部の洗浄とともに上記刃口テーパ面の下部
領域の掘り残し土砂の除去を行い、その際の噴射水はケーソン内に溜まっているものを循
環使用することを特徴とする。
【００１０】
　なお、刃口の全周を一度でカバーし得るような噴射ノズル配置したり、あるいは噴射ノ
ズルを回転させないかぎり一回の作業で刃口全周を洗浄することはできないので、本発明
では刃口の円周方向の一部をカバーし得る有限長の噴射ノズルを用い、円周方向において
噴射ノズルの位置を変えながら複数回に分けて洗浄作業を行うものとする。
【００１１】
　より具体的には、請求項２に記載のように、少なくとも噴射ノズルとポンプとを備えた
噴射ユニットを支持体に昇降可能に支持させるとともに、この噴射ユニットを支持体とと
もにケーソンの内底部に沈めて着底させ、上記噴射ユニットを支持体に対して相対移動さ
せることにより、上記刃口テーパ面およびストレート部の洗浄とともに当該刃口テーパ面
の下部領域の掘り残し土砂の除去を行うものとする。
【００１２】
　この場合において、請求項３に記載のように、上記洗浄作業を、噴射ユニットを鉛直方
向に昇降動作させることによりケーソン内壁面のうち刃口テーパ面よりも上方のストレー
ト部の洗浄とともに刃口テーパ面の下部領域の掘り残し土砂の除去を行う一次工程と、噴
射ユニットを刃口テーパ面の傾斜に沿って斜めに昇降動作させることにより、その刃口テ
ーパ面の洗浄とともに当該刃口テーパ面の下部領域の掘り残し土砂の除去を行う二次工程
と、に分けて行うことが、洗浄作業品質の向上の上で望ましい。
【００１３】
　また、請求項４に記載のように、少なくとも噴射ノズルとポンプとを備えた噴射ユニッ
トを支持体に支持させるとともに、この噴射ユニットを支持体とともにケーソンの内底部
に沈めて着底させ、上記噴射ユニットをケーソンの円周方向に沿って移動させることによ
り、刃口テーパ面とその刃口テーパ面よりも上方のストレート部の洗浄とともに当該刃口
テーパ面の下部領域の掘り残し土砂の除去を行うようにしても良い。
【００１４】
　請求項５に記載の発明は、請求項１～４のいずれかに記載のケーソンの刃口洗浄方法に
用いる洗浄装置であって、少なくとも噴射ノズルとポンプとを備えた噴射ユニットと、こ
の噴射ユニットを支持している支持体と、上記噴射ノズルに地上側から圧縮空気を供給す
るための圧縮空気供給経路とを備えていて、上記支持体は噴射ノズルから圧縮空気ととも
に水を噴射した時の反力を支えることができる自重を有していることを特徴とする。
【００１５】
　この場合において、請求項６に記載のように、上記噴射ユニットは支持体に昇降可能に
案内支持されていて、その噴射ユニットは鉛直方向に昇降可能であると同時に刃口テーパ
面に沿って斜めに昇降可能であることが望ましい。
【００１６】
　また、請求項７に記載のように、上記噴射ユニットは支持体側のガイドフレームに昇降
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可能に案内支持されていて、そのガイドフレームは、噴射ユニットを鉛直方向に昇降可能
に案内支持しているときの直立姿勢位置と、同じく噴射ユニットを刃口テーパ面に沿って
斜めに昇降可能に案内支持しているときの傾斜姿勢位置と、の間でその姿勢が選択切換可
能となっていることが望ましい。
【００１７】
　さらに、請求項８に記載のように、上記噴射ユニットの昇降動作は、その噴射ユニット
に連結された索状体を地上側からクレーン等の巻上手段にて上下動させることで行うよう
になっていることが望ましい。
【００１８】
　したがって、本発明では、例えば請求項２に記載のように、少なくとも噴射ノズルとポ
ンプとを備えた噴射ユニットを支持体に昇降可能に支持させるとともに、この噴射ユニッ
トをクレーン等により支持体とともに吊り上げた上でケーソンの内底部に沈めて着底させ
、上記噴射ユニットを支持体に対して相対移動させることにより、上記刃口テーパ面およ
びストレート部の洗浄とともに当該刃口テーパ面の下部領域の掘り残し土砂の除去を行う
ことになる。この場合において、ケーソンの刃口テーパ面の洗浄等に必要な水はケーソン
内に溜まっている地下水等をそのまま循環使用することから、地上側から水を供給する必
要もなければ、刃口テーパ面の洗浄に伴ってケーソン内の水位レベルが上がることもない
。
【発明の効果】
【００１９】
　請求項１に記載の発明によれば、ケーソンの刃口テーパ面の洗浄等に必要な水はケーソ
ン内に溜まっている地下水等をそのまま循環使用するため、地上側から水を供給する必要
もなければ、地上側に給水設備を用意する必要もなく、また刃口テーパ面の洗浄に伴って
ケーソン内の水位レベルが上がることもないので、並行して排水作業を行う必要もなく、
設備費と工数削減の上で著しく有利となる。
【００２０】
　請求項２に記載の発明によれば、少なくとも噴射ノズルとポンプとを備えた噴射ユニッ
トを支持体に昇降可能に支持させるとともに、この噴射ユニットを支持体とともにケーソ
ンの内底部に沈めて着底させ、刃口テーパ面の洗浄等に際して上記噴射ユニットを支持体
に対して相対移動させるようにしたので、従来のように洗浄作業中に支持体の姿勢が変わ
ってしまうようなことがなく、綺麗に、確実に且つ安定して刃口テーパ面を洗浄すること
ができ、その信頼性が高いものとなる。
【００２１】
　請求項３に記載の発明によれば、噴射ユニットを鉛直方向に昇降動作させて洗浄等を行
う一次工程と、噴射ユニットを刃口テーパ面の傾斜に沿って斜めに昇降動作させて、その
刃口テーパ面の洗浄等を行う二次工程と、に分けて洗浄作業を行うことにより、洗浄品質
が一段と向上するとともに、その信頼性も一段と高いものとなる
　請求項４に記載の発明によれば、噴射ユニットを刃口テーパ面の円周方向に沿って移動
させることで当該テーパ面の洗浄を行うようにしたため、一度の作業でより広い範囲の洗
浄作業を行うことができ、作業性が向上する。
【００２２】
　請求項５に記載の発明よれば、請求項１～４のいずれかに記載のケーソンの刃口洗浄方
法に用いる洗浄装置として、噴射ノズルやポンプを主要素とする噴射ユニットを支持して
いる支持体が、噴射ノズルから圧縮空気とともに水を噴射した時の反力を支えることがで
きるだけの自重を有しているため、従来のように洗浄作業中に支持体の姿勢が変動してし
まうことがなく、水中での目視確認ができない作業ではあっても、安定して洗浄作業を行
える利点がある。
【００２３】
　請求項６に記載の発明によれば、支持体に支持されている噴射ユニットは鉛直方向に昇
降可能であると同時に刃口テーパ面に沿って斜めにも昇降可能であるため、特に噴射ノズ
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ルを刃口テーパ面に正対させた状態で洗浄することができるようになり、その洗浄効率が
向上する。
【００２４】
　請求項７に記載の発明によれば、噴射ユニットを昇降可能に案内支持しているガイドフ
レームが、噴射ユニットを鉛直方向に昇降可能に案内支持しているときの直立姿勢位置と
、同じく噴射ユニットを刃口テーパ面に沿って斜めに昇降可能に案内支持しているときの
傾斜姿勢位置と、の間でその姿勢が選択切換可能となっているため、噴射ユニットの直立
姿勢と傾斜姿勢とを共に安定して維持できる利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　図１はオープンケーソン工法の施工概略を示す図である。同図において、１は圧入・構
築途中のケーソン躯体、２は加圧桁３を介してケーソン躯体１上に設置されたグリップジ
ャッキ（圧入ジャッキ）、４はいわゆる重量型のクラムシェル５を吊り下げ支持している
巻上手段としてのクローラクレーンをそれぞれ示す。
【００２６】
　ケーソン躯体１の周りには予めグラウンドアンカー６が打ち込まれていて、このグラウ
ンドアンカー６はアンカーケーブル７とロッド８を介してグリップジャッキ２に接続され
ている。そして、周知のようにグリップジャッキ２を伸長動作させると、そのグリップジ
ャッキ２とグラウンドアンカー６との間に引張力がはたらき、その反力が圧入力として加
圧桁３および支圧桁９を介してケーソン躯体１に伝達され、ケーソン躯体１は徐々に圧入
・沈設されることになる。このような圧入・沈設とケーソン躯体１の継ぎ足し、およびク
ラムシェル５によるケーソン躯体１の内底部（底盤部）の掘削・排土（いわゆる床掘り）
を繰り返し行うことにより、例えば図２に示すように所定深度までケーソン躯体１が構築
される。なお、図１の１０はグリップジャッキ２に付帯する油圧制御装置、１１は姿勢制
御装置である。
【００２７】
　このようなケーソン躯体１の構築後に、そのケーソン躯体１の内底部に水中コンクリー
トを打設して底盤コンクリート層を構築することになるが、図２から明らかなようにクラ
ムシェル５による掘削・排土処理だけでは特に刃口テーパ面１２の下部に掘り残しがある
だけでなく（この掘り残し土砂を符号Ｑで示す）、また刃口テーパ面１２そのものにはい
わゆる「土べら」と称される粘性の高い土砂等が付着している。そこで、上記のような底
盤コンクリート層となるべき水中コンクリートの打設に先立って、刃口テーパ面１２の下
方領域の掘り残し土砂Ｑの除去や、刃口テーパ面１２そのものに付着している「土べら」
等の土砂の除去を目的として、刃口テーパ面１２を洗浄する必要があり、この洗浄のため
のシステムを以下に示す。
【００２８】
　本実施の形態では、図２に示すようにそれまでの掘削・排土のためのクラムシェル５に
代えてクローラクレーン４から洗浄装置１３を吊り下げ支持させ、これを後述するように
ケーソン躯体１に内底部に着底させた上でケーソン躯体１内に溜まっている地下水等の水
のみを有効利用して洗浄作業を行うものとする。
【００２９】
　ここで、洗浄装置１３は、支持体としての架台１４と、その架台１４に昇降可能に支持
させた噴射ユニット１５を主要素として構成されており、その詳細を図３～５に示す。な
お、図２では噴射ユニット１５を案内支持しているガイドフレーム８を直立姿勢とした状
態を描いているのに対して、図３では上記ガイドフレーム８を傾斜姿勢とした状態を描い
てある。
【００３０】
　図３～５に示すように、支持体としての架台１４は、型鋼等の桁材を立方体形状に組み
合わせて相互に結合したものであり、必要十分な剛性とともに、後述するように洗浄のた
めの噴射流体を噴射したときでもその反力に十分に耐え得るだけの自重を有している。な
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お、この架台１３の形状はどのようなものでも良く、要はケーソン躯体１の内底部１ａに
着底させた時の安定性が良く、しかも上記のような噴射反力に耐え得るだけの自重を有し
てさえいれば良い。
【００３１】
　架台１３の上部にはケーソン躯体１の内周面に対する最接近距離を規制するためにガイ
ドローラ１６突きのアーム１７を設けてあるほか、その架台１３にはラダー状のガイドフ
レーム１８を水平なピン１９を介して揺動可能に支持させてあり、このガイドフレーム１
８に噴射ユニット１５を昇降可能に案内支持させてある。
【００３２】
　図６～８は上記噴射ユニット１５を含むガイドフレーム１８の詳細を示しており、図６
はその正面図を、図７は図６の右側面図を、図８は図６の下面図をそれぞれ示している。
【００３３】
　ガイドフレーム１８はいわゆるチャンネル材を長矩形状に組み合わせて接合・一体化し
たものであって、そのガイドフレーム１８に噴射ユニット１５のベースとなるガイドロー
ラ２０付きのスライドプレート２１を昇降可能に案内支持させてある。
【００３４】
　昇降ユニット１５は、上記スライドプレート２１に水中サンドポンプ（以下、単に「ポ
ンプ」という。）２２を固定支持させてあり、このポンプ２２は図６，７の上半部を吸入
口２２ａとし、下端部を吐出口とするもので、吐出口に噴射ノズル２３を接続してある。
この噴射ノズル２３は、図６に示すように正面視では略Ｔ字状であるものの側面視では図
７のように略Ｌ字状をなすもので、先端には所定距離隔てて一対の噴射口２３ａを開口形
成してある。また、噴射ノズル２３における一対の噴射口２３ａを正面から見た場合に、
その噴射口２３ａ同士のなすスパンを二分する位置の背面側にはエア導入管２４を接続し
てあり、そのエア導入管２４のポート２４ａに接続される圧縮空気供給経路としての図示
外のホースを介して外部から圧縮空気を導入するようになっている。そして、ポンプ２２
が吸い込んだ水を加圧して噴射口２３ａから噴射する際には、エア導入管２４をもって導
入される圧縮空気にて加圧水を一段と加速してその圧縮空気とともに噴射口２３ａから噴
射するようにしてある。つまり、ウォータージェットとエアジェットの併用のかたちとな
って、ウォーター・エアジェットをもって後述するように刃口テーパ面１２の洗浄等を行
うことになる。
【００３５】
　なお、図３には、ポート２４ａに接続される圧縮空気供給経路としての圧縮空気供給用
のホースとポンプ２２駆動のための給電ケーブルとを集約したものを符号２５で示す。
【００３６】
　ここで、噴射ユニット１５を案内・支持しているガイドフレーム１８は図３に示すよう
にピン１９を回転中心として揺動可能であることは先に述べた通りであるが、このガイド
フレーム１８は、図３に示すように架台１４をケーソン躯体１の内底部１ａに着底させて
安定支持させた状態で、そのガイドフレーム１８が直立姿勢となる図９の（Ｂ）の直立姿
勢位置Ｐ１と、図３に示すようにそのガイドフレーム１８が刃口テーパ面１２と平行とな
るような傾斜姿勢位置Ｐ２との間でその姿勢が選択切換可能となっており、直立姿勢位置
Ｐ１および傾斜姿勢位置Ｐ２のいずれの姿勢の場合でもそのガイドフレーム１８は図示し
ない着脱可能な位置決め治具にて架台１４またはアーム１７等に固定されて、それぞれの
姿勢を安定して維持することができるようになっている。
【００３７】
　このような洗浄装置１３を用いてのケーソン躯体１の刃口テーパ面１２の洗浄は次の手
順で行う。
【００３８】
　図２のほか図９の（Ａ）に示すように、ケーソン躯体１を計画地盤まで圧入沈設した後
であって且つそのケーソン躯体１の内底部１ａを所定深さまでクラムシェル５にていわゆ
る床掘りした後において、クラムシェル５による掘削の特殊性としてケーソン躯体１の刃
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口テーパ面１２の下部領域には多かれ少なかれ掘り残しＱが発生することは先に述べた通
りである。
【００３９】
　そこで、本実施の形態では、掘り残し土砂Ｑの除去と刃口テーパ面１２に付着している
いわゆる「土べら」等の除去を目的とした洗浄作業を、後述するように噴射ユニット１５
を鉛直方向に昇降動作させる一次工程と、噴射ユニット１５を刃口テーパ面１２の傾斜に
合わせて傾斜させた状態で昇降動作させる二次工程とに分けて行うものとする。
【００４０】
　図９の（Ａ）に示すように、ケーソン躯体１を計画地盤まで圧入沈設し、且つそのケー
ソン躯体１の内底部１ａを所定深度までクラムシェル５にていわゆる床掘りしたならば、
同図（Ｂ）の洗浄装置１３を地上にて組み立て、ガイドフレーム１８がいわゆる直立姿勢
となるように位置決めする。
【００４１】
　そして、図１に示したクラムシェル５に代えてクローラクレーン４の主巻側ワイヤ４ａ
にて洗浄装置１３を吊り上げてケーソン躯体１内に取り込み、その内定部１ａ付近までは
ケーソン躯体１の中央部より吊り降ろす。洗浄装置１３が内定部１ａ付近に到達したなら
ば、アーム１７先端のガイドローラ１６をケーソン躯体１の内壁面であるストレート部１
ｂに当接させてそのストレート部１ｂに沿わせながら降下させ、図９の（Ｂ）に示すよう
にガイドローラ１６がストレート部１ｂに当接した状態で洗浄装置１３の架台１４を着底
させる。
【００４２】
　この場合、アーム１７先端のガイドローラ１６がケーソン躯体１の内壁面であるストレ
ート部１ｂに当接していることで、当該ガイドローラ１６付きのアーム１７はケーソン躯
体１のストレート部１ｂに対する洗浄装置１３の最接近距離を規制する役目をする。また
、ガイドアーム１８に案内支持されているスライドプレート２１には予めクローラクレー
ン４の補巻側ワイヤ４ｂが接続されているとともに、噴射ノズル２３には圧縮空気供給用
のホースが、ポンプ２２には図示外の給電ケーブルがそれぞれ接続されていることから、
洗浄装置１３の降下に併せて上記補巻側ワイヤ４ｂやホースおよび給電ケーブルも順次繰
り出して降下させるものとする。
【００４３】
　次に、図９の（Ｂ）に示すように、スライドプレート２１を母体とする噴射ユニット１
５をガイドフレーム１８に対しその上昇限位置に保持した上で、図示外のコンプレッサー
とポンプ２２を起動させて、ポンプ２２が吸入することで加圧した水を圧縮空気とともに
噴射ノズル２３の噴射口２３ａから勢いよく噴射させて、いわゆるウォーター・エアジェ
ットを形成する。このウォーター・エアジェットが形成されている状態でクローラクレー
ン４の補巻側ワイヤ４ｂの操作により噴射ユニット１５を所定速度で降下させて、図１０
に示すようにケーソン躯体１の内壁面のうちストレート部１ｂに付着しているいわゆる「
土べら」等をウォーター・エアジェットにて吹き飛ばすようにして除去しつつ、刃口テー
パ面１２の下方に残っている掘り残し土砂Ｑを同じくウォーター・エアジェットにて吹き
飛ばすようにして除去する。
【００４４】
　なお、図９の（Ｂ）から明らかにように、当初は噴射ノズル２３の噴射口２３ａから噴
射されたウォーター・エアジェットがケーソン躯体１の内壁面のうちそのストレート部１
ｂを指向してはいても、やがては図１０に示すように刃口テーパ面１２を指向するように
なるので、噴射ノズル２３からのウォーター・エアジェットが刃口テーパ面１２を指向す
るようになったならば、噴射ユニット１５の降下速度を低下させてその掘り残し土砂Ｑの
除去を行う。特に土質性状が粘性土質系の場合には一段と降下速度を低下させるものとし
、必要に応じて噴射ユニット１５の昇降動作をｎ回繰り返すものとする。
【００４５】
　また、ポンプ２２が吸入する水はケーソン躯体１内に溜まっている地下水または泥水を
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循環使用していることにほかならず、したがって外部から清水等を供給する必要がないだ
けでなく、洗浄作業に伴ってケーソン躯体１内の水位レベルが変動することもない。
【００４６】
　ここで、図４からも明らかなように、上記のような一次工程としての洗浄作業はケーソ
ン躯体１の円周方向の一部を実施できるにすぎない。そこで、図１１に示すように架台１
４全体をわずかに浮上させて、その架台１４をケーソン躯体１の円周方向に所定量だけ移
動させては上記のような作業を繰り返し行い、架台１４をケーソン躯体の内壁面に沿って
一周させることで初めて一次工程としての洗浄作業を終える。
【００４７】
　こうして、ケーソン躯体１の内壁面の全周について一次工程としての洗浄作業を終えた
ならば、一旦洗浄装置１３を地上に引き上げ、図１２の（Ａ）に示すように噴射ユニット
１５を案内支持しているガイドフレーム１８を刃口テーパ面１２とほぼ平行となるように
姿勢変更した上で位置決めする。その後、洗浄装置１３を再び上記と同様にして吊り上げ
て、アーム１７先端のガイドローラ１６をケーソン躯体１の内壁面のストレート部１ｂに
当接させてそのストレート部１ｂに沿わせながら降下させ、同図に示すようにガイドロー
ラ１６がケーソン躯体１のストレート部１ｂに当接した状態で洗浄装置１３の架台１４を
着底させる。
【００４８】
　そして、二次工程として、図１２の（Ａ），（Ｂ）に示すように、ウォーター・エアジ
ェットを形成した状態で補巻側ワイヤ４ｂの操作により噴射ユニット１５をガイドフレー
ム１８に沿って斜めに昇降動作させて、刃口テーパ面１２に付着している「土べら」等の
除去とともに、刃口テーパ面１２の下部領域の掘り残し土砂Ｑのさらなる除去を行う。
【００４９】
　この場合において、上記のような二次工程としての洗浄作業もケーソン躯体１の円周方
向の一部を実施できるにすぎないことから、一次工程の場合と同様に、架台１４全体をわ
ずかに浮上させて、図１１と同様にその架台１４をケーソン躯体１の円周方向に所定量だ
け移動させては上記のような作業を繰り返し行い、架台１４をケーソン躯体の内壁面に沿
って一周させることで初めて二次工程としての洗浄作業を終える。
【００５０】
　こうして、一次工程としての洗浄作業に続いて二次工程としての洗浄作業を終えたなら
ば、例えば音波探知機等を用いて刃口テーパ面１２の仕上がり状況の計測・確認と掘り残
し土砂Ｑの除去状況の計測・確認とを行い、必要に応じて再度洗浄作業を繰り返す。
【００５１】
　そして、上記のような刃口テーパ面１２の仕上がり状況の計測・確認ができたならば、
スライム処理を行った後に図１３に示すように水中コンクリートを打設して底盤コンクリ
ート層２６を構築する。
【００５２】
　ここで、上記実施の形態においては、噴射ユニット１５の昇降動作は洗浄装置１３の移
動を目的としたクローラクレーン４の補巻側にて行っているが、これに代えて例えばケー
ソン躯体１上にウインチ等の巻上手段を設置して、この巻上手段にて噴射ユニット１５の
昇降動作を行わせるようにしても良く、また噴射ユニット１５の昇降動作と洗浄装置１３
の移動とを、それぞれに独立したウインチ等の巻上手段にて行わせるようにしても良い。
【００５３】
　図１４は先の実施の形態における噴射ノズル２３を模式的に示したもので、符号Ｐはポ
ンプ２２を、符号Ａとそれに付帯する矢印は圧縮空気の合流位置をそれぞれ表している。
例えば、刃口テーパ面１２の下部領域の掘り残し土砂Ｑが粘性質土で硬質の場合には、図
１４のようにポンプ２２一個当たりの噴射口２３ａの数を少なくし、且つ噴射口２３ａの
先端を絞ることが土砂の除去を効果的に行う上で有利となる。これに対して、掘り残し土
砂Ｑが砂質土で比較的軟質である場合には、例えば図１５に示すようにポンプ２２一個当
たりの噴射口２３ａの数を多くすることが、土砂除去幅の拡大化と作業時間の短縮化の上
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で有利となる。もちろん、圧縮空気の合流位置は適宜変更可能であり、例えば図１４，１
５のものに代えて図１６，１７に記載のような合流位置とすることももちろん可能である
。
【００５４】
　図１８～２０は本発明に係る洗浄装置の第２の実施の形態を示し、先の第１の実施の形
態と共通する部分には同一符号を付してある。
【００５５】
　この第２の実施の形態においては、噴射ユニット３５を刃口テーパ面１２の円周方向に
水平移動させるようにしたものであり、一回の作業でより広範囲の洗浄を行うことができ
る利点がある。
【００５６】
　図１８～２０に示すように、架台１４にはその上下に互いに平行な横行ガイドレール３
１，３２を設けてあるとともに、その横行ガイドレール３１，３２に噴射ユニット３５の
母体となるスライドプレート３３をガイドローラ３４を介して水平方向にスライド可能に
支持させてある。このスライドプレート３３は所定の傾斜姿勢となっていて、ケーソン躯
体１側の刃口テーパ面１２と平行となるように設定してある。また、スライドプレート３
３を母体とする噴射ユニット３５は、ポンプ２２の吐出口から下方に延設した単一のエク
ステンションチューブ３６を主要素として噴射ノズル２３を構成したもので、エクステン
ションチューブ３６の上下方向に沿って複数の噴射口２３ａを形成してある。
【００５７】
　スライドプレート３３の両側にはそれぞれにシーブ３７に巻き掛けた一対の駆動ワイヤ
３８ａ，３８ｂを連結してあり、これらに駆動ワイヤ３８ａ，３８ｂを地上側にて交互に
牽引することで噴射ユニット３５が横行ガイドレール３１，３２に沿って往復移動可能と
なっている。
【００５８】
　したがって、この第２の実施の形態によれば、架台１４に支持された噴射ユニット３５
は第１の実施の形態のものと異なりその高さ位置は変化しないものの、駆動ワイヤ３８ａ
，３８ｂの牽引操作に応じて刃口テーパ面１２の円周方向に横行移動可能であり、このよ
うな噴射ユニット３５の刃口テーパ面１２の円周方向での往復移動によって、特に刃口テ
ーパ面１２に付着した「土べら」等の除去をより広範囲にわたり行うことができるように
なる。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】オープンケーソン工法の概略を示す説明図。
【図２】本発明に係る洗浄装置の第１の実施の形態を示す図で、その洗浄装置を用いた洗
浄作業の概略を示す説明図。
【図３】図２に示した洗浄装置の拡大説明図。
【図４】図３の平面説明図。
【図５】図３の要部の左側面説明図。
【図６】図５に示した洗浄装置の要部拡大説明図。
【図７】図６の右側面説明図。
【図８】図６の下面説明図。
【図９】（Ａ），（Ｂ）共に図３の洗浄装置を用いた洗浄作業の一次工程の工程説明図。
【図１０】図９の（Ｂ）に続く洗浄作業の一次工程の工程説明図。
【図１１】図４の状態から洗浄装置を円周方向に順次移動させて洗浄作業を行う際の説明
図。
【図１２】（Ａ），（Ｂ）共に図９，１０の洗浄作業の一次工程に続く二次工程の工程説
明図。
【図１３】図１２の洗浄作業の二次工程に続いて水中コンクリートを打設して底盤コンク
リート部を構築した状態を示す説明図。
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【図１４】図６～８に示した噴射ノズルの模式的な説明図で、（Ａ）は平面説明図、（Ｂ
）はその側面説明図。
【図１５】図１４に示した噴射ノズルの模式的な説明図で、（Ａ）は平面説明図、（Ｂ）
はその側面説明図。
【図１６】図１４に示した噴射ノズルの模式的な説明図で、（Ａ）は平面説明図、（Ｂ）
はその側面説明図。
【図１７】図１４に示した噴射ノズルの模式的な説明図で、（Ａ）は平面説明図、（Ｂ）
はその側面説明図。
【図１８】本発明に係る洗浄装置の第２の実施の形態を示す図で、図３と同等部分の説明
図。
【図１９】図１８のＢ－Ｂ線の沿う断面説明図。
【図２０】図１８の要部左側面説明図。
【符号の説明】
【００６０】
　１…ケーソン躯体
　１ａ…内底面
　１ｂ…ストレート部
　４…クローラクレーン（巻上手段）
　４ａ…主巻側ワイヤ（索状体）
　４ｂ…補巻側ワイヤ（索状体）
　１２…刃口テーパ面
　１３…洗浄装置
　１４…架台（支持体）
　１５…噴射ユニット
　１８…ガイドフレーム
　２１…スライドプレート
　２２…水中サンドポンプ
　２３…噴射ノズル
　２３ａ…噴射口
　２４…エア導入管
　３３…スライドプレート
　３５…噴射ユニット
　Ｐ１…直立姿勢位置
　Ｐ２…傾斜姿勢位置
　Ｑ…掘り残し土砂
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【図１１】 【図１２】
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【図１５】 【図１６】
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